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同IlJjの rj' _ ，，""，Ĉ ， ，"_，，，_..，，，， 
足t告費E 用 ム こ家めに嗣.一 … できる疋"公共

ZESSi MVb弘二、油開ぅ.iZぷ持…くか白紙E SE /〉尽ご亙三国 ーで，日コ 一 一…l痩け ‘・v ・ 4 岨めの圃に駐日

書3器=z ・エコマク商品を眠ん

A 吋 - ・2附'.!:L.S'tI<(f~\，臨時心的才て嗣昔日

空1長 官 Ck9fJ ・ー コクッキングを日.

同ER iぉ・ゅぷ鼠・人制つ略情格引の積
~. ~; ¥々叶 J司副J<'J>o砂"ろしをする開惨 閉

じけ ョ rゥゥ1U 砲車の工〉ジンを切る

行日 7 番通，，!!!，.できるだ市腕使う・

へだチ ヲ

.自分の贋し物袋を符惨.

・缶ピーノスチロール

トト叫"分OJし

さ

コ環境家計簿をつけよ

- 月別調繍 ヨ.. 十徳{例}
闘にやきい，I事らしで酬も111)

Lょう{

OC'気ガスホ温の1州分の使附量4を
メート '1t， IJ山市ます。

，>アルミ. スチール匂ペ y トボトル

はηφイクルに出さず4俗でてしまった

もの問えて酬目。毘人します。

増出闘に削是 ， か け 憶 し て 刷R
.，記入"す.

:{J=の合計があなたの家磁場ら出ている二…一一.3傘舗の欄1:Iよその月の健m量l厳唱す

る盆割'"入します 得出走場減ると金

額も浪っている"ずです.

このほかにも二般化炭司誌をぬ寸唄白川

たくきんあ句ます 相自のエコライヲを

工夫しまLょう.

〈わしく U 市役所環腕嗣 何"'

，-1 1 1 1へ

1 1 Ð，~'" 



-市の施殴繍介

おっヱ~~
体験学習

タ
触れて

ンセ
来て 見て

防災

防
災
包
ン
タ
以
平
威
乞
匁
八
月
ピ
凋
館
し
た
臓
阪
で
過
留
指
令
室

や
点
書
対
策
作
鰻
重
老
舗
支
る
怒
ど
災
曹
対
鍾
"
の
中
む
と
窓
口
豪
雪
・

ま
た
:
写
品
所
得
に
は
餓
災
殿
育
や
応
愈
手
当
省
及
同
司
会
恕
ど
の
防
災
墨

習し

j
i
f
-
-
1

1
1
1
i
 

震

で

τ

友

書

を

ぜ

ひ

話

し

て

く

5
u・

-
施
殴
の
岨
保
安

同

A
e
命
的
本
当
の
恐
ろ
し
き
ほ

障
し
て
初
め
て
わ
か
り
ま
す

防
災
セ
J

タ
ー
で

U

い
ろ
ー
、

ろ
な
災
容
の
体
肢
を
す
る
こ
と
に

よ
り
備
え
が
い
か
に
大
切
Am

2
f

梨
容
が
起
き
た
色
争
ど
の

よ
ワ
な
対
応
を
す
れ
ば
い
い
カ
を

次
の
ょ
っ
合
体
曽
根
を
と
お
し
て
乍

刊
す
る
ニ
と
が
で
き
ま
す

一

費

量

い
ざ
と
い
号
時
刻

火
毘
を
使
え
重

eか
ま

た

健

え
広
が
る
火
災
を
あ
え
ゆ
た
は
滑

L
4げ
め
る
ニ
と
が
で
き
る
で
し
ぶ

測
量
の
使
い

Z
E
z
z
a

p
-

う
か
a
k
今
駒
そ
っ
〈
り
の
火
災
を

組

F

K

m火
包
や
崎
内
市
火
拾

を
使
っ
て
淵
火
銅
線
ur
で
き
ま
す

【鍵

-zm体
"
】

也
衡
の
中
で
仰
に

ま
訪
れ
た
時
候
事
に
山

m
u
gで

た
ど
旬
っ
く
こ
と
が
で

S
る
で
し

ょ
う
A
n
k
災
で
姐
M
v
a
x
a
Lた

E
Eを
ス
リ
リ
ン
グ
会
脱
出

体
睡
眠
が
で
鼻
、
ま
す

一白
星
銚
蛾
】

鳳
直
却
メ
ト
ル
の

風
が
ど
れ
〈
ら
い
強
い
も
の
で
あ

る
治
体
感
で
会
ま
す
予
す
り
を

持
つ
で
飛
ば
き
れ
令
も
よ
う
に

w
e
L
i
s
-
-
z
 

に
は
轟
嵐
闘
の
体
政
も
で
き
ま
す

f
f
・-zi

E
i
l
i
 F

I
l
l
1
1
1
1
1
1
!
i
l
-
-
l
 

〔
問
い
合
わ
電
量
}
・

T
e身

に
つ
け
錨
ハ
ト
な
体
駿
を
し
て

み
ま
せ
ん
か

【地

a
b院国朝一
震
度
l

7
の
地
震

や
関
東
大
震
災
を
ほ
じ
め
と
す
る

過
去
員
一

1
2
2
2れ

金
園内
現
し
ま
す
阪
縛
捷
路
大

震
災
が
ど
ん

a
I
R
Zし
い

2

だ
勺
た
か

a
-a
7
e
ぜ
ひ
体
駁

し
て
〈
だ

S
い

【

-n
・思
鍋
置
闘
線
宣
-
人
工
呼
暇
前

4
回
開
，

F
A寸

1
y
k
ど
殿
A
W
6
名

?
?
i
tつ

け
る
ヱ

と“
var
・2
aす

川
2
同
定
期
的
に

E:"

品開

E
q
-
-
(し

み
ん
氾
よ
り
で
寮
巴

i

i

i

 

i
t
-
-
t
 E句ズのま l 関町凪tJ!喧踊幽一 一山 ai Zいー

す災ャ k こ rーとこヲ#<J ~三塁2旦ー~L一一一一一一「ilレめの l ヲ "1，一11ー関〆と<. ア II 11 
サム〆しシ"'"胸骨 1十和時ト可1tun-兵庫 " 崎 重 わ

るすでタ iα闘料〉図像で開閉する場合J1Hlヵjl，'II!

集る ，供値目〉月咽阿 lそめ日合明日の...iWその11'111
望~~"('耐の筏臼 "月"'噌~' 1阿， " 

22f さ~ (申し込み臥1合わぜ〉防災セ J タ {崎"目"・

22 J告iL三35-11061へ

i
f
iぃ，

;
f
i・



-弘の笠きがい 東"南北

の〆r

私の生きがい

民官li
i銚

一
あ
め
人

i
刊

i
;
z
!
 

る主iの2氾

tか.型め
zu量録干〈
t
Eと

の
A闘
幅

u樋"
“
が
炉
湖
喧
峰
屍
'
徹
ルdM
a佼夜
寸

t
t
i苦

;;b
ら

;i
傘

tRい勺
• 

-品函

i首!t:.;
は『;
i

句

4iTi姐
?Li 
ぞ

争
tれ

Eに
:
型
?
しLム

L
!
;
.
 

島

1青
i
?
i4
 

丸

E
の
{
{

，盆‘‘.置眺

et
仲

eの
命
"
&
主
必
苧
?
守
雪
勺
l占e
 

i
-
i
z
 

-
-
"
7
1
3で

あ

る

i

t

j

f
i
z
t
d型

?
 

Z
F
E
A
tした〈会

い
ま

!
i

旬
、
切
な
宝
拘
で
み
る

t
E
2
1
tれ

て

u-u
関
昧
市
白
帽
で

ν
-eパ
日

11FE々
向
井

Em側

t
t
!
s
i
 

Z222tE品

4attt主
F
M

l
t
z
b
2
2
F
 

l
i
;
 

! 
吉国自民事さん

(陶.，寺町)

余
生
を
楽
し
む

日
に会

A
V

て
掌
A
1

・m
次
医
専
大
・

w

-;
i
l-

--R
代
的
・
厳
令
淘
-m体
験
ル
と
も
仁

HR--EE徒
に
仏
え
そ
足
。

・

す
で
に
文
化
‘
岡
際
化
時
代
金

8

HA食"毎“・
b
ら
の
必
事
与
ん
が
畠
来

日
偏
す
る
冊

-au・同
SEmVWCA

--
;
む
の

日
わ
ら

4R保
険

Mmt俗
語
句

atゲ

i
l-
-
!
"
 

• 
-BwpeLebce体

助

ι
Ar--パ
ペ

リ
キ
込
ー
は

amLぴ
の
・
仏
‘
骨
吸

vh

-ZE仇
た
が

b
ら
ぺ
の

Eぷ

口
町
U
治
、
弘
山
何
の
ぞ
の
f

積
厳
罰
的

Hamと
巴
が

zm-Rっ
ぱ
で

-RZ-珂
の
作

;
i
t
E
t品
入
句

Harqて
『
遭
船
筏
鋤
ー
と
の
伝
"
を

口
局
わ
れ
ゆ
L

曾
・
は
わ
.
，
句
会
い

MEn

-
-
の
で

i
-
E

H9aeuで
・
は
で

S-あ
が
町
側
凶
問

・
;

i

i

• 
----zゐ

"
か
ぺ
に
原
品
刊
で

h
y

、

日

わ
れ
b
臥
J

，
aZ6.，，ス
U
F

:
t
t
H
a
E
Jぃ

i
i
E
t
t
t
 

H

待
"
と
使
い
・
れ
の
"
咽
め

fs

1 入
国
淘
桶
;
;
高
後
生

U
Kの
吹
，

E号
待
に
オ

l
f
フ

?ゴ
J

ト
'
'
リ
ホ
q'hr

ホ
ル

ー

'

ト

ロ

〆

ボ

シ

チ

忌

パ

コ
ン
ト
ラ
バ
ス

-'Ea冒
巳

毎
週

日

曜

日

長

3

?

?
に・

古
学

=
い
君
。

目

'a
冊
U
喝
の
市

m-さ
ん

g

。?
h
f

-
m
tイ
ス
カ
つ
ト
館
員
暢
集

2
4
1
1‘
 

可

--
@
し
込
b

u
が
免

l
作

晴

氏

名

2
2名

2

8
q
j
J
 

MWN12111A 

i
i
i
 

o
o
f
E
a
s
e
 

占

LE)へ
暗

z

h
町
ま
す

-
マ
イ
カ
ー
相
阪
所
開
霞

I
t
s
-
a
i
 

の

E
b
a
z百
az

-
-
z
j
i
 

i寸と

'
;;
6川
リ
日
白
血
了
除
1
時

4
vと

と

?
t
l
zリ

1
1

・5
・“2
2

縄
問

f
f
i

eri附
す
る
制
限

，

.u・5

匂

写

近
健
温
鎗

Mea他

n

・AM-

-
高

@
勺

l
'
肉
'
二

-
市
民
大
学
鵬
僅
宙

i
i
iす

、1

・ahuS立
‘
上
ヨ
ヨ
住
人
々

と
考

8
月
初
日
出
午
織
l
時

4

f
E
E
の

f耐

・聞
き
んB

E
人
I
N
置
と

e9nmuf午
後

1時

4
・
町

'g
azi 

山
と
こ
ろ
】

由
完
勝
文
化
セ

J'

i
i
H
 

苔

貧

富

nn
剛

人

無

"

百
年
生

誌
は
が

3
;

MMMSで

M
開
会
韻
耐

-T

細

則

侵
入
路
町
ハ

l
e
L'1

へ

R
警は

2

・
茜
の
京
拠
隠
学
綬
体
蛾
掌
晶
画

自
里

2る

Z
E
z

mm-m袋

町

時

taの
家
安
進
学
伎

の
殺
傷
に

i
i

f
t
Zめ

5
S
S

T
Z
5
2の
理

学

i
tわ

い
ま
す

i
t脊

の
あ
る
幼
児
や

犯‘
LPtωmaRm-m剛

陳
謝
宵

鳳
自
小

2
2
2侃

:
t
!す

T
J

，m】と
・
9

1

6
河
川

M

附

M9Hau同
川
口

H崎

mHa写・
9・

時
、
守
合

m--崎
泊
分

-
i
sil--

附
月

2
u
'
y

・
9
時

i1γ
徳
容

崎
潤
A
W

-
・
胃
岨
帽
・
-
4
中
地
了
邸
前
向
繕

-tl撃
や
署

S
t
t

て

の

苦

2
5
2す

と

ei;tiH-Me除
〈

-E
官

‘齢ar約
)

【
闘

い

-
a
b
包
一
関
綬
-
七
条

j

H

曾
四
割

}
o
=一
陶
別

周

忌
J
八
一
】
へ

-
怒
岳
友
盟
コ
ン
サ
，
卜

i
t
i
t
i
 

i
i
i
i
z
 

a
h
p
T4
 

8
3
日
ヰ
?
"
、

4
・
さ
」
る

2
1
3

!?町

-
E

VI
s
-
-
i
i
 

n

A
ー

で

-
し
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

作ロ
m

，.. 

主司

E-Z11マにした
z

i
i
i
i
 

i
t
f内

f

u
s
s
-
、H5
8
r
リ
ピ
ヂ

ォ

i

j
t
f

X4EEE'五
h
a

普
遍
胃

f
m
r以
内

【
-
し
必
z

，

.MSね
営
】

mr

.

.

 
瑚
後
足
を
v

，，
-
E
V
峨
I

田
町

i
r
-
-
z
 

!

:
ol 

ー
ι寸
ヘ



二条大協爾了自" ・お鉛らぜ亨630.8580明日-11 1 1開

楽
レ
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぽ
い

市
制
刷
間
周
年
記
念
市
民
公
募

ア
イ
デ
ア
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

-
わ
ら
べ
う
た
世
界
の
子
と
も

ア
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
2
E」取
っ
て
警

の
イ
メ
ー
ジ

E
5
5・

市
制
明
層
住
手
配
念
事
業
完
行
書
副
会

と
問
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

2
3

聞
き
ま
夢

と
を

6
月
刊
日
比
午
前
ゆ
崎
、
正

午

;
=
k
*
E
A
B

E
t小

学
校
体

E
Z象

i
だ
札
で
も
嘗
加
で
asま
す
。
止
と
し

小
学

E今

年

以

よ

必

ず

Z
E

伴

.
歯
切
し
込
み

仲
代
制
"
は
が

S
に
住

術

氏

名

品

E
4
4い

て

6
月

ω日
ま
で
に
阿
ヲ
Z

ス
テ
2
1

パ
ル
実
行
安
民
会
の
M

杉
村
さ
ん

A-Yω

E
f町
じ
二
一了
間

包
二
ア

。
二
一
一
)
へ

う
た

-
ま
ぼ
ろ
ぼ
っ

2
l
ク
ラ
リ
;

市
馴
叩
胸
住
専

Eg-
---

実
行
餐
a
R
舎

と
州

amm青
年
愈
隊
所
M
V

開

aztす
・

前
半
の
節

『
な

ら

ま

ら

の

骨
』
と

F
E

E
t
t
t
E
t
a
-
P
 

1
1
2聞
の
量
船
員

E

ぐ
句
ま
す

と

-E
6
n
n日
即
午
鶴
間
時
字
、

午
後

3
時
半

-'
と
こ
ろ

な
ら
ま
鳥

セ
ン
タ
ー
{
康
治
体
町
V

な
ら
ま
九
瑚

辺

・
・
鋼

一x-R準
作
嘆
の
北
村
僻

雪
L

後
半
の
働

『
普
遍
上
」
品
し
て
の
語
会

と
を

6
H剖
U
酌
可
後
4
問
、
FO

時

・
さ
」

る

な
ら
ま

h
ん

色
セ

ン
タ

』

川

LY--日

・
間
耐

脅

・
肉

汁

!
日

幽
・
圏
実

B

・E

・-
v
g
j!

‘.. 

i
l
 

fん

j

{定
員
】
前

T
後
事
の
精
白
期
入

一
惨
個
師
椅】

恒男
削
軒

一申
し
込
み
一
往
復
は
が
き
に
住
所
氏

%
年
船
田
電
弘
首
・
号
待
唱
の
郵

(盛岡ずの
み

後

?
の
み

んE
H
V
を
.

l-て
6
月

ω日
ま
で

4
附
hom
良
育
写

会
温
所
「
ま
ほ
ろ
ぽ
ゥ
，

l
ク
ラ
リ
l
』

係

A
Eγ
印

刷

n
E
ト人路
町
一
六
l
二

e

ヱ
ハl
o
-
-
二
V

へ

多

ι
h

場
合
は

繍
宅
昼
食
は
@
・
L
て
〈

E
い

薦
演
会
は
要
豹
筆
記
過
駅
し
ま
す

二品二Z

みんなが考えた楽しい催しに鈎 1万人が参加 1

市制1凹周年記念市民公算アイデアイベン卜開催5月3日-5日に

d 

.大級芝居
『奈良のむかしIt忽し」

-芯らまちシンポジウム

怒らまちセンターで" インタ

一本ッ ト明周して家康前と焼

降衛門町で.る楢島県"""有 祖n
"，]¥現市の補畏や子どもたちが宣

明まちづくりについて活酔憲

売を交換しヨ医した.

-圃
π土台士士==司

音声館四柑lζ伝わる闘

ぞ腿"調機 18 00・の大き.・E
芝居にしてよ潰.会場!拝どもた

ちの歓声につつ付 した.

倒 山川l'
.‘圃

」盆Z 島 . 

. 大子供まつり

あしぴの舗で陰ゲームやおも

ちゅ "し閉しおりを自分持

ったりヲだ世間E河口ン

l ザート忽どぴ行われ親子で殺し

1 しト一回 を過ごし表した



" .. 出頭所倉71-1017 .，.幽彊R賢官93.Q(幻1お初5包・no拙頭痛n44.1001

fラ

政

一
市
申
宅
地
を
詰

!
?
s
l
a
 

t働

t
'
l
H
の
a
-
A
s

iatzします

隻
句

6Mm目
見
、
来
年
】
河
沼

u

i
7
1
4
3
2
 

2
4
f
ま
す
の
で
Z
S
E
L
'

L込んで〈どさい

〈わし〈
U

同島へ

圃
推
圃
し
て
く
だ
さ
い

圃
す
ぱ

S
し
い
理
範
明

f
l
i
t
E
R
 

E
e
f
:

『

Z
E
E
Z

Sリ

Eの買に飼似した富絢

s
i
L
て
l
i
t

z
E
1
2型
i
t
s
-

s
-ぼらしい

シリーズ入植4コマまんが

昼
、白幽ma-a幽

閉
睡

E
enIH--却

H

E
E
-
-

i

!

 

づ〈町l信俊一て、るもの

-
m内
で
・
近

-
5・
M
M
内

-qg
した也
.. 

軍

T
s
i
ia

i
t
H
a
i
h
T
 

!
?
‘
!
の

-a
E
S
E
-
f
‘f
 

f
a
i
i
 

ーがELたま?】れまでに受

!
a
i
i
 

【纏
圃
方
遠
山

市
役
所
槍
事
態
憎

ma際
待
山
由

署
員
鎗
量
え
付
け
の
別
紙
で
Z

して〈
d
s
ー‘

園
陸
わ
忽
い
家
具
忽
ど
を

園
調
っ
て
く
だ
さ
い

1
1
i
E
;
t
 

て
E
f
t
i
J
g
t
ど

のHE勾
イ
タ

-wl白紙句組んでい
主唱買

H
E
a
t
h
-
i
 

E
r
E主
E
F
t
=慣

-
9
1
n
t
t
い
6
m
〈
s

m
I
E
L
て
眠
不
里
し
R
z

u
z
i役
立
て

ge'

-さいた偲

E
a
st

!
ん
す
E
S
T
i

-
-
電
網
目
舗
{
槍

am
健
・
・
l
a
-
-
a
慢
な

ど}で拘れe-m少会いものま又依

fもないも

:
i

a
i
z
;
l八
O

一

八
七
一

l
t
o
g
へ

園
再
生
紙
を
直
っ
た
商
品
を

圃
利
用
し
ま
し
ょ
う

E
S
E
r
f
t」

2
4

・23aLて
L
i

t
集められた

4
1
3

でit〈tダブついている

からです・t
i
r
宮
ー
に
は
f

t

!

!

t

i

 

F
a
E
L
同
生
し
て
も
ー
が

T
i
E
I
R
Z
な
け
れ
ば
古

里
2
1
2
T
E
E
ん

" .. 個人帽濁酒醤見沼闘継進本，.

a
t
E
L企
E
l
u
-
-シ

マ
『
少
や
皐
ヨ
マ

l

タなど“
v
a
R
a中

-e

仇
‘、、，
↓

ていま守欄-胃骨

、司、戸』
円

入

oki
f

-

L
t
a同
品

e
遁依
す
i
a

，、
円

;
1
1
 

:

舎

を

a
p
e

h
b
V
/
↓

ご
み
楓
盆
主
噂
績
削
除
h

品

種

E
-
w

i
-
-と(

につ舎が町
盆す

t&
i
1

一
駐
車
場
盤
幅
計
画
由
公
費

事
信
量
-
a
a合
的

巳

型

&
た
的

EEi島づ
S
A
t

-
-
K
E
i
!
の

厳

Z
E
E
a
T
公
衆

L
t

i
 

S

E
2町

t
z

・1
i
t
i
z

了
"
の

-e--庄

m
・
園
泊
朝

約

m

i
--
i
 

R
i
-貴
俊
良
園
駅
開
且
軍
事
・
併
合
一
条
ぷ
町

@

六

l
oコ天
O】

。|“市川"



=像文協商 T131-1・"姐Sゼ〒6'ひ-8580市 輔 副4-1111附

児
童
手
当

{
3・
未
満
兜
対
象
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)
の
由
甲
間
除
お
早
め
に
.
問
い
合
わ
ぜ
陪
市
役
面
児
量
視
へ
.

一 … ' に'健歓ととめの斉め ー

彊 Z22Eif E量12t zでh-61協酉
胃 41完全2面見包 i縦 i刷骨E事品主 13iE
fP 空事52241員IR I T E t 225ぞ重
Z 111iiZE卸引HR欄tzzE喜
T ， 下ほ zi t発 HF吉k昔 E蜘斗撃

手 EiPHiiif;1守5語
交 わ 構きた bi! li すれ~ L .，注 碍 杏

康 管理tS24SE f EIE t t 

6nin闘
で

す
こ
れ
じ
%
な
ん
で

市
内
の
小
学

t
a

E
E
L
-
2
 

!
?
 

マ
に
虚
環
境
ポ
ス
タ
ー

作
支
t
g

，.m
し
重
し

た
-
告
と
お
句
害

E
a
t
--

2
1つ
い
て
の
子
霊
か
ら
の
メ
」
ー

ジ

E
F
-
-

と
き

と

と
ろ

め
挙
良
市
役
柄
一
陽
違

槍
通
路
・
6
月
l
日
伺
1
1

間
目
別
午
前
8
略

字
m
午
後
S
時
四
分
(
土
日
体
み
附
B

i
±
E
i
-
-

巡回日程35自EESFし仰ので

U陸軍帽】

"・0伺

中
『
中
高
認
公
民
網
岡6
月
初
日

中

却

日

句

史

の

空

白

は

午

前

9

降
、
午
後
9
時
(
川
岨
凶
休
み
v

mM

日

強

R
U
午
後
1
崎
ま
で

--
問
い
合
わ
世

市
役

所
環
境
内
X
過
保
へ

園
児
量
手
当
の
視
況
届
は

圃
今
月
中
に
提
出
を

5
1
i
1
;
!
 

喜

け

て

い

る

人

は

市

2
5
2

「

2
2
{
2
1
2届」
S

S
T
-
2
1初
日
ま
で

l
s

E
Z追
出
し
て
〈
だ
き
に

期
B
ま
で

l
t
t
y
E
T

受
的

Eが
あ
っ
て
も

6
月
以
降
の
手
当

gけ
ら
れ

;
i
z
i・

2
2
1
;
i
 

な
ど
〕
』
加
入
し
て
い
る
人
は
岡
"
の
年

615;t) 

6川"時

"司.，関

6川崎

6191:1(1 
主
人

E
F
1
i
i

訓
明
記
脳
と
-
緒
に
後
附
し
て
く
だ
さ
lv

-
県
高
齢
者
美
術
展
由

園
出
晶
作
品
募
集

1
8日
か
ら
日
目
ま
で
里
仕
念
館
で

聞

z
a
E
2
2
2品
作
品
釜

t
i・
出
昼
量
権
何
事

満
納
定
臥
と
の
ア
守
チ
A

i
i
H
2
1
 

2
2
2
t穐
M

V

凶自

動

m
一
人

A
E
しま

i
首

ま

Z
E
E
-
e徳
島

各

自

儀

所

連

絡

所

6
備
え
付
け
の

EFし
込

ん
で
〈
だ
昼
い
・
作
品
の
出
願
入
籍
つ
、
て

は

842に
ゆ
を
に
通
知
し
ま
す

E
い
舎

E
S
E
-省

福
祉
課

へ
・

催
し
• 
教
室

同僚省陸ぴと町韮 しA/..f!l'J~月 四 ".じ縄・Rめ締剣関.舗
の駐車崎両"'午後。 30-，001 iJT健 2: J 0-
4 : 00の袋町でιた お侠ぴしてIliillす

制叫"110

，~. 

ii? 
E i 

ふ
れ
窃
い
草
笛
何
Z
Z
7
ニ
ス
犬
舎
と

e

6nu日
ゆ
午
歯
周
9
時
、

γ後
S
時

E

，.疋

貝

凶

値
以
上
わ
身
体
禄
梅
街
時
人
・
在

;
B
E
E
γン

グ
ル

ス

Z
Z
ラ
ケ
ッ
ト

3
2

み
}

昼
食
会
ど

E
しま
iZ
の

申
し
込
み

t
1
2
1
7
;ン

G
に
住

::IMi

t・
い
で

1
日
日
必
看
で
阿
セ
ン
タ

ー
へ

多

い
栂
合
は
抽
帰
宅

ふ
れ
あ
い
パ

E
5ト
ン
犬
舎
と

e

7nu日

ω午
前

9
時
wv
j、
午
後
4
時

E'



"'"包彊蹄旬71-1017 .酷輔副3叩 1話相§包・""畠聾蹄n44-1001

E
凶買え

mitt-

m人
A
R
・
作
守
も
可

V
U
倉
劃
B
e
n

iス
・
・
人
で
申
し
込
み
『
図
書
で

i
E
f

・s-ma

，-747
ト
A

所
有
骨
の

1nvnE-Reど

Zし
込

LW
2
2し
ま

2
1

uu“vh
ヲ
，

P
シ
2
リ
1
0
作
品
町
民
街

i

i

!

:

 

"
2
2
2属高‘て、
E

n
t
i
t
i
-
f
f
 

抽
湾
・

圃
総
古
福
祉
セ
ン
タ
ー

;
i
T一

:
Eliz-E-

i
と

ss;ee?;;iiii;iii
』i
i幻官;B;;;i 

附

u9M"H陥
円

"u
“
日

Hn咽認揖日

日附r
H
1
H品"官"日の土占
."qa1他

詰

E附目崎?、
Jdt、7A嗣
'自

i:i占;ih;h宵

a‘fか

iた
古

a代

2た高租
2の

E
E

;;隊E
哲!
'E剛
;
し主昔?隠ifi 
ま

た

Gut全

rJタ

?l.?え付耳
け

2の自鯛
E‘F仁

色

E耐

民号名

Ent日

E【

7:?，:νミ
iリ2}

 

膏耳吟

R
のz
H
鱒‘、

=2明?左

E

SEll附

HSで

T
Sー

へ

f
皆

川

同

署

i

S
715 

Ha月
初

M9HUH附

H附

H

UUHHMU施

uuns町

内

ul月

9HnU2RSH
却"

3H6Bmuの土竃"と
8"7N

背
2

目
白

百
の
喜
四
・土.

7
21甲
;
草

-SH4

T
章、
A
V
首

vZ
F

?
i
a
i
g
i
 

l
t
i;
E婦

"
Eし
ま

2
2
5
z
l

民
-
例
年
・
・
電
語
・
守

Am
銅色宥
殴

m

・

2・
い
で

i
苦
番
目
セ
ン

タ
ー
へ
・
多
い
岨
.
合
U
崎
選
-

点
観
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
威
観
座
と

e

7
m
a
u
l
-
-
a
 

川

崎

年

-ELa--初
日

i
i
t
品

t

:
5
!
::
 

鍵
は

ur--に

伶

耐

氏

名

町

陶

特

別

i
f
f
i
e
 

f
-い

て

i
iで同セン

タ
ー
、

一
高
年
齢
者
由

E
E

l
-
i
a
t
R
 

E
s
i
l
i
-

-
4
1
6の

i

l
-
-
i
mし

で
〈
だ

f
i
，f
t
z
h受

付

m
i
t
t
-

高
隼
・

z'・
za剛
瞭

E
A市
役
所
危
陣

2

曹

と

eEO盆
曜
日

h
A

?

午

後

5
1

酉
M

・刷姐
E
剛
一
字
陶
・
4
1
H

と
を

町
川
・
・

3
金
曜
日
午
・
・
同
時
午
S
3崎

〈

b
i
-
-
z官

E
e
T
空
八
二

圃
東
老
曹
の
家

.
，同町Tiv-益
鐘
陶
芸
吾

-il-

-

竺
一回
l

三
一五
一

高
幽
・
a偶
詑
属
・
と
・
写

6H凶
日胤刷

、
『
姐

Rla時

-2
7
1
マ

倹
の
中
ど
う
仇
切

る

t
s
f
:
'S
E

合
弘
区
役
・
7
ド
パ
イ
ザ
ー
の
栂
野
絹
明
さ
ん

-a
t
g
i
f
t-

tq' 

一
ア
ィ
プ
奈
良

一
ア
ィ
パ
ル

mm

ゲ
ニノ
• 
ア
ク

を
無
料
開
徹
し
て
配
念
・
鍵
を
行
い
ま
す
.

【と
こ
ろ
】

動
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ

!

(
サ
シ
ア
タ
予
4
プ
来
島
)

〒
醐
I

醐
佐
保
台
西
町
一

宮
七
一

l-
一
四
四
回

五'E
B
r
 

テ
ニ
ス
鵬
.

と
-z

t
h
f後
』

嶋
守
、

3
時

Z

午
陵

3
時

-vs

"
'
h
f且

Re降

、7U勾
字

・
・ε

早

am人

-申
し
込
み】

Eは
が
き

6a宮

崎

圃

伎

肩

氏

名

電

磁

・

守

町

Z
S
E
l
u
-
-

t
fへ

l

巨
人

1
E陣

句

R-au司

-仰・Em
E
U
-
-も
て
い
る
「

F

「
館
副
」
寸
*
遭
』
の
各
悦
也
恨
の
作
"
“
を

厳一
4
し
ま
す

-
そ
の
僧

線
療
温
情
随
時
金
計
い
ま
す

ま
た

ト

レ
l
一-
u
グ
ル
ー
ム
サ
ウ
ナ
シ
-
Y

I
1
1
2員
約
聞
取
し

ま
す

e会

フ
工

ス

と

7
月
5
日

叩

午

前
同
時

-U伺別.
演
会
と

e
干
・
山
崎
附

az

u
時組
制分

-・
2
7

マ
拘‘."

-mか
ら
ゐ
た

ua-uwa
--a温

調

{
傭

雌
穫
の
月

e人

-nsん

--
-尾

-R
ωm

A
e
F
紙
過
駅
が
ゐ

'eaす

---b

込
み
;
符
穫
は
M
V
8
1
0
W
4
m
A
Y
"
の

氏

忽

年

前

電

断

euヲ
昌
国
・
売
を

・

い

て1
1
!

九

:
に
同

晶四

一ど

川
四

七

ll
a--し
R

‘軒

i

J

R
 

に

:--M鳳
.。
:
2
2

.
傭
.
崎
直

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

E
S
E

-
時
宇
5
3
時

--
建
且

mm
人

パ
ソ
コ
ン
舗
塵
と
を
?
J
牛
後
1

前
句
、

3
時
事
耳
午
後
4
時

is略
字

'
'
轟
守
各
同
町
人

ワ
フ
0

・aと
e?iZ
午
鎗

l

崎
、
3
附
-
P
A
M包
T

・
4

・te-喝
事

" I制時..，，，，



二集大沼南丁目1.let.1知ら世〒630-8580開惰13"34.111附

8
月
旧
日
除

水
温
利
金
口
座
極
留
目
で
す
.

園
西
吾
容
の
家

-
t
i
l
l
-

-

包
囲
丁

一
歪

高
齢
.
緬
組

--aR
と
事

6
M羽
目
別

午
後

1t
h
A
Z
↓

Z
h

み
る
生
$
い

8
a働
針
社
会

--m
a
禽

語
家

m-"の
積
論
告
、
ん

--
対
・
即

ω
a
u

f
-申

し
込
み

不
要

-
劃
労
者
配
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

3
1
i

.
，euιsam--軍
盟主
1
丙
開
聞

陶
誓

Z

E
-
-uiM
m

日
の
毎
週
ぶ
曜
日
h
f
後

6
降
、
8
崎
将
分
L
C

7
2
t
h
S
V
I
s
-

伺

'Z
T
S
B
-z

剥

8
千
m
M
円

(

動

脈

u"を
含
む

v
'舗

網

目。
;i
N日

i
s
si2H 

19MmAZ品目

IHUを

F
E
T時
半
、

8
7
日

-

z
y
-
-i
l
 

力
3
7
m明
刊
〔
微
材
賃
金
含
む

}
'ae

切
り

6t日

-
@
し
込
み
】

往
復
M
U
が
き
に
純
明
名
佳

;
E
e
-
-い

て

A
2
3
?問
セ
ン
タ
ー
へ

1
枚
に

一
人
1

教
員
町
多
い
き
は
電

園
青
少
年
児
童
書
館

-i
i
 

・
2
T
S
Z

エ
ア
ロ
値
車
体
操

a-a
と

e
6月

刊

u
t附
月
初
日
の
智
週
ふ
曜
日
午
後
6
時

守
、

8
略
字

A
8
月
中
と

9M
H日
は
休

み
九
日

vE
円、量

Z年

お
人

員

も

可

・

a
i
s
-
-
i
 

固
め
毎
週
日
曜

U
7前
9
同
事
、
川
崎
町
学

it:;iSLidii?i721;:iz!?Zjf!露出35
詩的i!?ismiri13iiiFHaf号よjiqfi
4 人 間例主ロ ミ Z【 UIU罪518FE isfist i?151 ?: 
， "........ -.， ーコ ，一 一 ~一一 昨

長 吸33U232 k 后完治 言 γ 土 凶作 1;幽 ilAiH 
~ !!I 闘すト f 胴 . ~p.' 島ナ〉霊 平 士三 Ii i百AS 664・2日年 H

-Eii日 i白 iZ 定量r'員干 j堂iiazi h干t
F F LZv 内日 哩 璽グ こ 塁芸名宮人午中 (1ハ生

夏休みアニメ映画会
な5チェンJ¥ーアンサンブル

定期演奏会
ウ才Jしト ディズ三一

《リトル マメイドー人魚短ー〉

帰って来たドラえもん

とを --- 81IZ [j 'II ， J 闘 U~午前1醐 2回=午後z・8。ト映時間i坤 2時間 惨入湾側 集約 砂定員各

制柵人 ・ 0し帥 醐IU' ~ I 午前午後暗

"樹氏f.電話骨号を書、で史跨文化-1=;..，.-ー(干

跡 網目 古 川ー了U5-37 ft34-90211 

ヘ.61lIlfl-7月7111受付 1伎で一人まで入渇"

が崎合"繍選 惨問い合わ世 同-c;"t一、

一 俳""'~~" 112 

とt! "' 7111 0日・午後~~t ..ところ…史際文化

4ヒνタ (三条大路丁UI ..御調書…."・. . 

薗目 パツヘルベん司，ノン ヘンデ.-令4・協舞曲

ト鑑調伶Jb6-6 ヴィヴヲルヂザ=ヴ，イオ '1;..協

舞曲作品s岡苓よりト短調「夏Jバルトーク -.ー

マユア..ニーノ Eータヱ笠宋のための白書奏a
・入.剥 --I，OC開ド"自由席1，6!JJHから史勝文化

センタ ーで鋒発問開飴予足 f"f~L ~長良市の ..手

順開智子酎胡ちの人は・同等です ，唱、倉わ

tt-I!i役所文化桜..へ



1包a出盗罪高官71.1017.""揮所管93-0001 "知51t.扇S路頭所ft44.1001

パ
，
コ
ン
且
R
針
鴛
J
7
h
r
の
・
・
健
知
・
と

f需
を
身
』
つ
け

1】

s
i
n
-
m目

先

吋

官

お

1
1
3
l
a
l
f
l
i
p
 

;
'
;
i
f
L
f
 

G
i
-
-5
4
 

r
m門
"

“刊
脅
傘
禽
b

《

m
V0
・
の
危
@
@
パ
ソ
コ
ン
掴
酒
。

ゴ

コ

ン

骨

Z
E
F
f
z

e身
勺

け

az
す

s
i
m
i
--
a午
後

4
1
1也
会
員
2
時

品

AコISFU
'Z

各

j

i

lF円
i
s

L
U

一百しま】

いず

t
a
u
t
-

-コ
i
a妙
剛
署
員
民

:
-
E
t
-
-
fて

6nMHe--r'lヘ

ヲ

?

夕

、
，
、
リ
バ

ゾ
コ

Ja信
「
y
-
B
タ
4
4
L

の

i
j
!白

E
E
m

p
i
-
-
5
1
 

4A
多
い
号
は
富

一応
聖
書
R
慣
習
量

-
悠
た
に
も
で

eる
a-aa

・

総
急
車
が
来
る
ezで
の
'
G
H
闘
が

-e-R

A7A守今マ
ン
ス
で
す

t

i

-

-

と

e
6列

口
臼
必
泊
品
目
H
午
後

t
陶

;悶

Z-Lる
R
e
u
-
-

E
T
-E
心
型

E
人

i

i

i

t
-

-しま

鴎
E
2
2
1で
t
鈎

t
z
l一
4
F
u
'
f一

。，
za多い・
2
2

i
t
lプ

-
B
I
E
S

t
-
-〈

者
会
主
絡
し
て

い
愛
す
・2

2
e
Z陶土
す
る
た
め

ua

じ

S
L
t
h
E
"
fげ
て
〈
犯

さ
い一

怒
ら
ま
ち
樹
木
属

2
i
a
i
E
4
 

て
い
る

A切，会
e役.割罰を』鳳思
A2
ヨて
凶もU
ら
h必

μA令
，
 

と

2
E
z
t
Eで

納
里
介

tすIる

i
t
iら

E躍f耐
問

1両gき

iis4 
す

s
i
u
t
i
l
-
-

9
・
可

tv
・5
崎一"・

H
休
銅

--
と

i
i
i
f
z
-
z
 

e
l開
A

'
入
・

dmv拠
"

・
圃
い

i
t--:

-
1
5
0二

一
卜
i
ク

n
Eま
ち

2
1
5習

7
1
5

i
i
t
-
-
i
f
 

eら
ま
色
の
町
東
@
ど
が

5
・
俗
文
化
FUM

E
-た

m
T
i
v
-
z

で
腫
句
舎
内
V

て
‘
，
均
一
令
「

hpl'in含
ら

ま・
と

e聞

Age'e

6
月
1
EL
羽
田
陣
電
通
利
用
保
櫨
旬
間
1

と

-e
7nlHゆ午
酋
帥
降
、
平
後
零

時

-T
'とこ
る

な
ら
ま
も
を
〆
タ
』

【

'
a
e綜
町
V

E

・
定
貝
市

鶴
A

'
内
密

:・
ml・-H

『
E

ア
ノ
ザ
シ

-z

，R会
ら
ま
九

f
f
品
HSay
，A
M

B
i
-
-
a
i
 

a
a
M
m
A
A
1
7
1
;
 

3
2
1町
E

・E・-文

化
L

コ

lS74AFI'l・、
ea
，

a
司
受
曹
の
停
山
綾
与
ん
e
パ
事

'l'金
剛

;!ん。

i

-
R
で
去
ら
ま
九
わ
ら
べ
一一今た
7
五
え
，
.
R
L
H

i
i
i
;
!
 

の
中
島
受

f
sん

・
入
・

"""n
'

・しま
i
a
u
f-
2
2

j
いで

1
2
4告

ら
ま
む
悦
男
附
川
一
-
ー
網
開
持

t
町
十

曾

七
l

人

E
へ

一
母
子
家
庭
白
書
水
浴

を

7MmuHn日

Z
4
2

日

E
Z山
希
望

SAZ-

-

i

i

f

 

小
学
唱
珊
人
中
?

41
お
よ
び
礼
治
犯
阿
伴

:
-S
Ei-に

品
り

4
2
h
Z
E

j
い
て

6
1
1
i

z
aへ

一
親
と
子
の
キ
ャ
ン
プ

8
7月刊
Zhu--T日

i
:

i

s
i
 

f
f
E町

vg
=野外
依

・1与
1
4
l
hめ

E

n俺
舗
前
ハ
イ
キ
ン
グ
ー
，
，
ヲ
ト
な
ど

い川 分繁 一 - "仁 ・ 9民.・~ . '"ー は陽じ・'".の町 一

部ififE!!!;?:!?;ii2127:ii!:iiiiii 
Z 宮市 争zI E 呈! 主語杭 ，g号品主 Ft t Eタ F EZRm正公主張I;
戚 岡市 Uら剤師 至3・櫓..史日コ"1 L!ii.ョツ 1 _""" If孟て儒 z聖 油 Mtl

ii!i;iizii開計五!?21i71fγM
bh与 4 へRST18z yM  

-d;;九lA:tzidii51 1i4i官密

不
送
電
卓
に
関
す
る
悶
い
含
ね
ぜ
隠
郵
政
省
逗
.
電
気
通
信
監
理
局

{
含
O
六

九
四
ニ
・
八
五
三
八
)
へ



二最大鐘爾 Tlell-l・お如§世子630-8560市醤伊野ft34-1111針。

ス
ポ
ー
ツ

一
ス
ポ
ー
ツ
施
陵
高
股

《

O
央
体
育
瞳
【
注
温
町

}V

と

e

6
M

H
E
W
午
前
9
時

正

年

午

後

1
時
11
4

時

W

A
受
付
は
午
前

9
崎
、
問
時

下

後

1

時
i
1
2随
時
)

'
値

目
7
;
パ
ド
=
ン
ト
ン

1
2
1
5
eし
て
く
だ
さ
い
}

'Z
憎

体

育
館
シ

7
1必
ず
ー

し
て
〈
だ
き
ー
、
c

学
院
の
タ
ラ
プ
靖
動
で
の

1
1
5;聞

い
含

E
中

央
体
宥
館
【
震
一
同
一
五

O

V

ヘ

園
第

E
土
曜
日
に
ス
ポ
ツ

園
施
設
を
開
放

目週
5
日
制
定
飽
仁

t
ス
ポ
ー
ツ

施
散
を
閑
舷

L
S
す
・

《
濁
ノ
泊
階
上
餓
鰻
.
〔
澄
撞
町
む
と

e

6
M
M
M
凶
午
請
。
習
時
字
、

H
M句
学
・

=目
T
5
5象
小

2

2し
君

主

;

日
午
前

9"す
ま

で
に

E
S
2里
l
，E

憎

ク

ラ

ブ

誌

で

の

自

は

で

き

i

;
i
iし

て
く
だ
さ
い
a

'
聞
い
君
"
思

Z
E
-
-
-肉

l

一五

O

二
、

一
武

量

豊

富

室

i
i
i
 

剣
遁
被
宣
A

小
学
生
の
舗

@
0・司
の

gv

と
e

7
n
s
u
ω
E
A
Vら
毎

週

月

、

盆

喧

日

早

後

5
t
j軍

・
富
市

小
学

4古
上

自

主

却
人

剣
週

-m宣
《
ゆ
掌
金
以
上
の
鍾
.

.

 の歯
}

と

e一

7
n
3
日
・
か
ら
毎
週
川
火
木

事

日

の
主

品

T
7時半

中
学
生
以
ょ
の
位
取
者
初
人

-h週

叙

賓

と

考

7
n
7日
側
か
ら
毎

週
火

木
岨
M
の
午
後
5
時
半
i
1
7
防
‘

選
土
曜
関
午
後
2
守

品

字

通

a

vZ
小
学

2
2以
上

主

ぎ
で
拘
人

怒

W
窓
た
.
持
軍
と

e

7
M
7
日

ωか

ら
修
週
火
曜

日

午

前

語

、

手

品

自
日
の
午
後
4
壁

、

品

富

土

曜

日

F
?
?
4
・宮

本
2

t以
上
初
入
。

E
L
-
-

水

量

日

2
・

ゃ
。
.m量

《
奪
雷
同
院
涜
〕
と
a写

7
M

4
日
凶
か
ら
毎
週
土
曜
日
の
詰
問
時
、
正

午

vz

eE3写
生
以
上
の

E
m

人
弓

a
a室
と
持
、

7
月
4
日

ωか
ら
権

週
ム
て
剛
日
の
午
後
5
旬
、

7
時

・
定
員

高
校
生
以
」
に
の
初
ヤ
化
智
却
人

i
s
i
i
 

週
日
噸

A
L
A
i
-
-E

高
校
命
以
L
E
m

人

戸国
翼
民
国円】

各
快
晴
も
も
3
か
"
で
f
m
m阿

A
1
1
E
2・

-eし
造
L
W
】
往
傑
は
が
き
に
住
所
氏
名

A

ふ
句
M
r
e
}

傘
齢
{
学
生
ば
学
校
名
学

年
)
島
内
澗
軍
省
脅
砂
希
望
絵
本
名
を

・
l
b

て

6"川
口
日
必
膚
で
例
会
一
千
川
柳

川
注
蓮
町
一
瓦
三
O

中
央
鱗
二
武
遭
場
内

含
一

T
さ
さ
一

V

ヘ
ム
多
い
場
合
は
循

週・園
平
蝿

青
山
両
ブ
ー
ル

圃
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

自

7
2日
i月
引
日
(
毎
週
水

曙
日
と

Z
H
E
A
t
's

z
i
p
i
l
i
 

T
長
5
時

7
H
昔、

8
2日

Z
8時
半
t
午
後
5
時

;

」

ろ

平

-
建昼間

司"630-8301高・町 600-1
..Z2-9811 同 22-9722館術美真写市良宮

町V 
入江複音 f芭温と野のi1J
6月5回全-，月"目B
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"本館81月間個別 後日の豊岡(1!!ヨ H羽開催翌lll1険休館)
【観覧洞l 大人5ω円/‘校 入学生.~同/イ 中学生

1併)!'J.
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荷役買賢官34-1111ω 〒630-8580 -議大路爾 丁目， ~ ，・お知らゼ

老 人 保健法の医療制度

間保織に肌している"既 山 山 臥保健脚醐町松山す

との制oa医.の開始自は "障の"'主月の翌月 b'~ると"'ます. ただい E隼因。 1 固め人

隠 そ(1)Bb'らでT.70歳の抱隼月(轟隼日が1自の^" その前月)じ拠出置を郡送しますの

で居をましたEう李鵬きをしてくださ仙町田肌四歳時同庁附定める聞の

陣曹の状懇にあり市俣の忽定を受けた人b この制度の対象者とた与0.. 認定を受げ"人の医

問回以臨月の聞からと問問.間し闘が1白山そ即日，

• r敏舎で..る程E置の・・@貌単J，ある人とほ

次の項目iめではまる人です

1隊筈j‘礎年盆 1" 2M 

(t身体陽書智子帳 H ・
")~身体障嘗禽 T帳 4 債の次の項 "

.声慢. 冒Z杏織aをまたはそし。 〈提定に暑しい

.省Hfする人

酉"
1 }"肢の F闘の2分の l以上で欠〈人

"較の個展範の.しい降符を j，する人

‘，ffl'"f""A 
~鱗?・ AHlffl保髄樋世.領， ，・

.笹川四!II'~f(\IfI:.r..:勺ても酬保険叫

引怠緩急.入する必妻があ町ます.

.鎌倉受げたときは 術院等ごとに次のー箇負組金

て" 肉己負僧と 会り愛す.

こん怒ときl志申請を

.，宮町何度線第際線住.に属する人

入院吋酬の一副町'"につ叩"入

院日向日を組え る と ' " に っ さ 問 再度問

必要?寸"誕軍:されます

..に必.忽もl!)"""'量制健保険...区感受.積極 平

成'"年 1111111;1."，"!也人きれた置."前住所亀発行

のH 全闘の相岨明司F混同刊 ，""陣例

割以仁入院している人，，.月以蹄の術院等の領収.

印震

・人工還訴治..行う..のある.煙:JI不盆理~1tt;c!ID
友鋼l!)i泊，をしている人

‘向能等ごとに，弘う通院または入院のーo:llfl!1住
{食事代の部負担を給() t iI!鋼 一邸負肉食の合併割

11， 1 t月につき 1万円が限度とな旬玄す.

帽に必要闘の刷保 刷 院 制 肘僅"

-・の黛見寄印割E

・岨凪軸を醐している市町村聞珊拙樽

に周する人

同甜臨時岬111 1日以降1:toA.o'tl1.佐

和措酬闘争rの醐舗の帥臨時印鑑

こん怒とき[~届出を

.受iI"li!!でヲがをしをA領縄返の医.で治・する人

眉幽Z必..もの ・.. 拠1最険..，包療受給符車交

通事散証明書印区

-加 入 し て い る 聞 峨 咽 閥 抗 人

扇町膏肺門しい輔保険笹開制

誕

{問い合わぜl市役所高働者福祉課へ。

m山川 |胎



-たのしい保育園

「
baね
え
ら

av
ん
よ
ニ
ど
う
す

る
の
L

「
ま
た
酬
明
日
色
遣
ほ
う
」
を

z
i
-
-
u
t
 

f
E
i皇

が
し
ま
サ

今

般

2
2
4
Z
A

量

E
E
1
T
1

・

2人
:
の
交
わ
り
も

f
i

巾
で
・
同
年
・
m
f
t
'
b
M
4
u
vリ

ー
ダ
ー
金
作
。
て
遊
ぶ
と
い
，
た
雌

の

E
z
-
-
B宅
て

い

1
4
3
事

Zで

い
ろ
工
会
こ
と

1
v
i
s

a
t
L
i
t
τ
E
 

eし
ま

す

こ

の

よ
A

司
令

Z
e
u

s
f
i
t
i
 

こ
と
で
す
が
令

U

少
&
〈
会
旬

、
企
て
わ
句
僻
宵
」

am
申
で
&
え
て

2
1
1句

MRa勾
備
の

F
ど

a-直
u
v
f
H
h
a

じ
hv-mAVτ
温

v
a
Eけ
で
&
〈
グ

?
プ
A
J
t
f主
的

命
令
た
り
・
け
合
，
e
A
町
L
会
か

ら

E
E
q
-
-
Tん
で

tv
ま
す
一
ぞ
の
中
で
盆
号
、
r
の

F
u

i
i
"
?
i
 

相
手
を
い
た
わ
り

い
や
る
気
持
ち
を
育
て
る
保
育

回
"ニ，、

保
育
園
で
俗
、
「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
こ
れ
し
て
」
「
み
か
ん
む
い
た
ろ
釦
」
「
が
ん
ぼ

っ
て
食
べ
や
」
と
子
ど
も
同
士
が
か
か
わ
り
⑤
っ
て
い
ま
す
.
年
上
の
子
は
年
下

の
子
を

「か
わ
い
い
」
「

O
Dし
て
毎
げ
た
い
」
と
い
う
や
さ
し
い
会
醤
の
で
る
温

か
い
家
庭
的
な
保
育
園
を
め
ざ
し
て
『
た
て
わ
り
保
育
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
音
。

い
『
ト
a
t
-
-
ら

avA

釘
ね
え
令

:

す

ご

い

」

主

c
t
?

U

B
亨
干
の

7
e
「
か
わ

L
i、」

C
Cし
て
あ
げ

K
い
」
と
思
え
る

よ
う

fa，
た
色
専
舗
の
子
ど
も
と
の

関

t
h
t
t
a
v
Z
E

-mE'に
付
け
る
こ
と
が
で

S
ま

t
2
4
f
z
・
し
い

t
t
?
tと
岡
わ
句
人

!
l
i
 

tea
胃
ヲ
て

U
し
い
と
刷
て
い
，
す

』

の

よ

今

品

目

で

M

で

'"と官
tて

略
的
で

i
u

舗
の

E
E
f
t
s
J

I
-
-
i
4
 

1
i
R
i
a
 

i
-
-
A生
リ

ー

ダ

ー

e
q〈
司
自
黙
と
で

S
E

・9
A
W

f
t
t
h
k
f
f
 

の
f
h
r
も
が

n
v
t
グ
?
k
a
m，
て
凶

・

1
t
i
zし

て
い
〈
ニ

と
で
あ
た
仇
九
か
い
複
・
喝
嶋
や
亀

凶
唱
に
近
ー
‘
虚
ぴ
が
ひ
ろ
が
る
よ
う

「
た
て

b
町偲

w'Lの
中
で
こ
ニ
h

t
t
i
 

! たてわり保育泊、5
(年上の子除年下の子に)

. ._---ーーー 凶ー圃...健司書で遁切でいて

「これ どうしてし、いか

むかるヲJ小さい字がして

いるの篭じコと買守，..

s rそうそうじ4う，

にでをた.J

-闘の崎司摩していて

「今回の..す憾.に

b'f.l.J rおいしそうや'J
「こぼさんように そっ

と以こぽ'J

日| 細山~"

-田明日時相

岬 叫附て

f何して温んでいる
のヲここ州崎，.ζ
い肝んし間四円



布役筒ft34-1111鮒亨630.8580 二鎌大掘調極了目，.，・"姐§ぜ

侵略ターに."'.一丁目1-30 叩 '"η 
奈良岡司肝に悶剛一丁目 1--28 D34 111l) 
雌醐センター(問519-5 曾 33-7a76) 

〈信吾、、.医舗仁よる・2贈帽韻が畳けられ

ます，希望，に・.下僚会通します

・と[!---6 JI11H，*"T-侵l肝-，時 ， 

ところ 抽，，~ ，一 同 . 咽地

の人 同し帥 臨時相酬輔

z・~

闘がん検惨
'虜‘がんの，莞E亡司寧醇"主‘隼，.々.量槽"掴酒してい£す

'符'帽が机λU'がド 札山iはよ時亡印の l

，の3ると予2息a舎れ，司す，.

彰に-11"11.がん倹a・を.げ 早期，児

L・a院に鰐め!L' ~ 

.，.とごろ 下夜 明 ・削k

の人(同"除く "聴聞 "回
.階 一僻叫1111同開叫是

刷機食業胞の断はーらに"伺(内君事

&10】胴 1I::I::'U.Hll:lJ-_，，'I'_iAII<JII
州制醐..'t1'i.ltのみ伸 L込
岬 1:，和 L出創 刊し脚 闘で6

Hゅ日まで』命役所制輔橡へ.

げでいるM 主岨h輔してげさも

胃 がん検 t彦
被..院の温困倹.で，・

~ ~.' . ' lli像以 rの人 .・"除〈 ・

受叩.，.l夢1闘 明 Sト 叩

叫?剛山山 1tK!It~根

拠.需の人'"闘nI"'L込み時I噂し幽を】

岬 し帥，.醐川崎日町市役所

.‘...軍へ "恒例崎聞 守備，時?一ー噛，.

新 生 児 妊産問防周

併頓 ..  宵砲で省んで"<-'"脅さ

ん勘定跡輔L明書せんか M ・

a悼行町制hご酬してはきも ー

同 .一柑 帥 健 I"，，"'.n..生
後制打晴四 川し帥 母子手

帳じはさ重れて、る経.は.. 奪三"儒

生児"が~ I:-I! 要.項を.、て蕗迭する

か電話でH 帥蝿刷嗣~

成人歯科健康綱鮫

m ・H脚"<<，，t書す.
札伽酬嗣 λれ劃ど 加t闘

する，:.1魁ご左のある人"気・をふ紺S表してく

1::' t<'" 
・とl!.'.611I1U-t時前1崎一H ・と

こる…保健，〆'一 ・剣a随一船底以上の

人 岬 し曲.，.111:訴で柑柑刷師

ヘ

子Z'1えがん験~盟国醐岨釦
τV>rがん .がん彼自"っ."てほ

すで1:.剖温廻しでいるところですが下

".霊.，・健闘が温酒笹れま Lたので

AIJ. 1'''叩韓を"・-、し計 l 岨"'~LI 1' . ~J; . I t.帽恥.

融会どで附哨惜した人"受 l幅削へ闘い合同で〈ださい

人11.1'''叩*IItU刷、しド働，.叫費川口-<f;Io.， 1武 嗣 岬 呼 ， ， .四・剛 制l'¥:}'J 0:.什{剛山町

帆日明舗の師時"'た川受 lの人惜剖.'附受け仕入附闘を， .ニ丁目 44 4 - 1 宮川-J J J 
2・の叩j Þ， ~ tit lo.. !，:制抑伊 l受けてLる人"時開惜して〈凹 Iil-.I¥.がん川崎醐金セA ー
の人吋};l:f..t';'L)叫輔柚刊 I". I 'J-"A'岨

ならまつり'98に参加しよう
輔の目盛り上げる f怒ら宏司l'昨年 目

下引C闘自制問酬明周年時間 た

r<oo年バレ ドj悠ど盆画 も盛olごくさん.

同家つり実行開会国岡軒闘しE問ふ

るって闘してくど乱、.

くわしく惨 F有輔副盟内略行間措醐ヘ.

繍@切り.いすれも6月"目

費長実慢ゃ安全封筒ょの理由で 変更.た..止.る・

合問 。 . ..

・'00写バレード-，月 19UI日午後S時から '"奈

良駅、ニ条通句~飛に野)

"フ'"んどん団体ーグループで鋼意工夫した大あん

品川伶し出演して〈ださい

・タンスチ ムπf明けて ヒカる」そん主ダシス

チームを募集しき寸 衣裳 dイラ "白山 1チーム

5人以上 t構成"白幽}

.市民.鋼ステージ=1J!19IHI: 初日綱

'・搬 :JIl!.. .-個人，グループで日ごろの練

習の成換を鍍.してくださ".{申し込み多S換の場合は

案合γ.員会で欄益金行います)



二銀大路蘭一丁目 1-1~姐5tt・市役員町宮 34.111 1網干 63 ロ 8500 

ーナーl健康のコ
…嗣....'1 r定 ..utt:.lItIl 
. 同 調 itlSo!llU:・四時 d障

が交付守る.・."J.9・lS;O:I'U:".
f糠酬..けで'ffUl"，吋'"

倫肌輔闘で..'て(I!筈い ・同

一 刷 咽 2醐 A ・・L帥 …
醐 吋 酬 健 酬 嗣 へ

成人歯科綜宣

r9020Hj ....一回目
m:"'，f!"'A"t"'.， #".'.暗唱

削闘ですか，，"，刷ハ 市 崎

.f).1I .t~".骨.、 lt~" 1Eい・..負h成，:"て‘.，ゐ...聞.. 

す ".η鍵.圃<れ"~"<J.掴Lて《
f 塁、

.-.梱".予約".・・.‘.，て，ti
t'，. I U・ 8嘘11.~1Þi..聞の..，

1; I!H・...‘)予防日I:IJ..淘奮企

f.~. l:I f・・，..側一，で "もの
帥岨叫(I>~'"，A.~'同行して(1::'t< 

a・姐.が，ぃ..けられ£ぜんのT 令

..~JI'6!11l"の鮎".・の事情でa
岡崎叫'"州内衛生世酬

して"きい

. .，崎健'・t~" ・.，: rf術樋・"
!:'V'Ul t J.岨目安げで〈問、.

"駒・・t(!:'‘の包・_Jt，...，τぃ，
川崎帥・M町・".....1111定信

仰削B川崎ぺ<r.~". 

<=U1l目的
.il ~.IIIS !lI1.巳..似た，で・

出 I定"ていれ "̂I. ....11街L

J~"'"，(，・・ F酬同叫 aて閉叶
て〈だ堅、

室

" 
観母

予防温度橿
削予酬断開)jJt.聞け.-. 

楓"・II~I\です

から定の悩みよろヨP網~
.人間ω 制〈臥幽醐

"'~?'て.時1."，，，.'¥'11閉口

婦人樋 1111参査
、・・人の・...ゲるとの・λ健康O't:t受

け."令

・人の健康.γ‘たの v・・""電震の
.. 電".・e・1'....1証金3・8・uす

...一唱F・R附智司[1:..11.から3陶ol"t.:・
晒胸M・・ 11I U -則細始年ヨ町"日令伺".・f)HI' f、..・ηtlA.!lUln

4歯切"-'A"..岬，:.<・A 催・iUIa
川醐 刊'"叫知日 ・肉曹

" 
'""方》

.....".，て恩旬.‘医・・圃，:1， 

が M詩電器|
'同... 

• 

食中毒に注意しましょう

〆

酔 .シーズン't()l}'!CiEυ汗 制"に司て酔航抑悼

いよう湿..レ.しaう.
同防止3帥『削J¥日Jrllll師 叫舗j廿

.闘'e'e~~欄

'.~置の.. よ<f-td"ll.:ぅ.

制崎健闘阻叫a闘で十分叫10m..'l. :~ . 恥制晴
山市制帥噌+レ〆河Ii'叫山

同制............"..)で~ .f. 1:'''事 .. 叫白Bうに'"け.

f f;. ，‘， '"食品"思い切ヮて.て.か tト..・略して.べまLょう

。酬明刷食村山闘でよ <il".tl"ilUI川匂"'('"t，lf:../II'

胤随め，場移.ふーん(JiIIilAなものじ交・Lて<t!t<ぃ

定a・ぐる;，'t'filいの.hと 十分4・・医量陵町 ・・t・.tt<l'-.. 

に鎗...につとめま"号

。11; .... 'U~ 下割前等め象4えをホした地合1，.n己・附..ず
過やかI:ti帽の...受け その指ポに.，で<I! ~ぃ問。-1 5 7阻止対照m

〈れt..{IJ，t!f役柄脳UI'、

Z
E
-
-
5
7
A
z
 

i
l
-

-
a
v
i
A
-i
 

l
'
i
 

h--aRn 

E
E
闘

低

}
H

品

zs
i
H門

i

?

2
町

L
品

1ポ

;
4
7
1
i
 

E
2
2
2
3
回

l
H

阿

E
z
-
-
7

・a

z
t
i
-
K凶
5
2
5

1
z
b
E
+
E町
一
一
力
的

同|鮒似 N



ご
み
を
山
田
す
と
き
陪
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
必
す
収
集
自
の
刷
に
出
し
ま
し
ょ
う
.

は
で申し込みを

大型ご

く大型ごみと怯 〉
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